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高橋 純

高橋純（たかはし・じゅん）

•略歴
– 1972年・神奈川県横須賀市生まれ

– 修士（教育学），博士（工学）

– 園田学園女子大学・助手，富山大学・准教授等を経て，

– 現在，東京学芸大学・教授

•専門分野
– 教育の情報化・情報教育・教育方法学

•社会貢献等
– 中央教育審議会 教員養成部会

– 中央教育審議会「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会

– 文科省「GIGAスクール構想に基づく1人1台端末の円滑な利活用に関する調査協力者会議」委員

– 文科省「学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議」委員

– 文科省「GIGAスクール構想の下での校務の情報化の在り方に関する専門家会議」副座長

– 日本教育工学協会・会長，日本教育工学会・理事，日本教育メディア学会・理事などを歴任



「答」「問」「学習過程」を自ら工夫へ

問
答≃
次の問

学習過程
見
方
・
考
え
方

学
習
形
態

IC
T
・
情
報
活
用

A）全員同じ（単一）

B）一人一人（複線）
α）他者から与えられる

β）自己決定

（これまで）

・「問」と「答」が全員同じであり、他者から与えられる．
・受験勉強は、最短で「問」から「答」を出すための訓練．

・学習過程は、プロセスというより、瞬間・単線

（現在の我が国の課題）

・答のない時代、先が見通せない時代
・問も自分で立てられるか、

答は固定ではなく，次へに向かう問と考えられるか

（これから）

・一人一人が「問」「答」「学習過程」を作り出す（複線）

・一人一人が学習形態、見方・考え方、ICT活用を工夫（自己決定）

A
I等
の
革
新
的
技
術

革新的技術は，
問や答に直接影響しにくい
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問題意識

•一層のデジタル社会において、必要な資質・能力の整理は？
– 本質は変わらないだろう

•先生も、子供も、保護者も、一人一台時代の学校全体のDXは？
– 校務のデジタル化、授業のデジタル化といった局地的な話はNG
– 全員が一人一台を持つことを前提に検討

•技術に詳しいことより、活用に詳しいことが重要

•新しそうで古いICT活用から卒業できるか
– 共有フォルダ、メール添付などのファイル操作 →チャットとURLへ
– ベストを組み合わせるとベストになるか（×タイヤ、オイル →○純正）

「人」と「環境」双方の連続的な変化が必要



DX
過去の出来事に学ぶ

先生の嘆き
1815年の出版物から

•最近の生徒たちは紙に頼りすぎです．

•生徒たちは石板を使うと，チョークの粉まみれになって
しまいます．それに石板をきちんときれいにすることも
できない．

•紙を使い切ってしまったらどうするんでしょう

紙が最新テクノロジーの時代も

石板→紙→ICT：歴史の繰り返し

A.コリンズら著，デジタル社会の学びのかたち，北大路書房



石板 紙 ICT

石板と紙の重なりだけを比較しても…

石板，紙，ICTなど，相対化して考えてみる必要性©2022 高橋純（東京学芸大学）

携帯電話の普及
〜携帯電話一人一台に賛否があったときに何があったのか〜

1. 携帯電話以前
– 事前に，待ち合わせ場所や時刻を詳細に打ち合わせ

2. 携帯電話の普及初期
– 同様に，事前に，待ち合わせ場所や時刻を詳細に打ち合わせ
– なぜ携帯電話が必要か分からないといった意見

3. 携帯電話に普及後
– 事前に大体の打ち合わせ．到着後，電話連絡
– 欠かせない道具に変化

2と3は，道具の操作法は同じだが，
新しい道具に合わせて周辺の活用法が変化
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国鉄大阪駅・中央コンコースの伝言板 昭和48年8月撮影

https://kaizuka-office.jimdofree.com/%E4%BC%9D%E8%A8%80%E6%9D%BF/

A）ディスプレイにする
B）携帯電話に置き換える

どうデジタル化する？

Googleストリートビュー
・膨大な道の映像データを地図上に整理
・ユースケースは想定しない（価値観や思想を排除）
・様々な人々，未来の人々の創意工夫に期待
→思わぬ活用法も生まれ，欠かせないインフラへ



電車内は，
紙の本や新聞から，スクリーンへ

デジタルが前提
紙は特別？

（ワープロソフト）
印刷→スクリーンで読むへ
例）大きな表、プルダウンなど動的に



（現状）
クラウド一人一台端末を活用した授業例

社会的な動向

従来授業における一人一台端末



課題意識＋途中の共有→個別と協働

静岡市立横内小学校

一人1シート

静岡市立横内小学校



個別と協働

静岡市立横内小学校

相手とタイミングを自己判断する協働

静岡市立横内小学校



授業は様々な学習活動の組み合わせ
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調

べ
る

整

理
す

る

伝

え
る

授業の流れ

全員で

ICTは各学習活動を支援

調

べ
る

整

理
す

る

伝

え
る

授業の流れ

紙に最適化された授業展開に

端末を導入しても効果は限定的

全員で
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最初の一歩：単線と複線の混合
しっかりと教えて，一人一人がアウトプットする

まず一斉でしっかりと教える
（アプトプットのためのインプット）

自分が頑張りたい課題に挑戦
（学んだことをアプトプット）

端末で実現しやすく，さらに教材が必要か

©2022 高橋純（東京学芸大学）

情報活用の指導が、問題解決活動を支える
カリキュラム等の重要性愛知県春日井市立高森台中学校

https://www.youtube.com/watch?v=ZCR6P2qCsDM&t=2s



最初のパターン＞授業のデジタル化

既存の授業法

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

デ
ジ
タ
ル
教
材

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

既存の授業法

紙
の
教
科
書

紙
の
教
材

教
具

何十年にもわたり、

・授業にあわせて教科書等を改善
・教科書等に合わせて授業改善

・授業改善というが、既存の授業法の改善、強化の方向

・日本製のデジタル教材等は「既存」を強化する方向
・多くの先生にとって受け入れやすい（変化少なので）

・なぜデジタル化対応するのか、と話題になりやすい

既に成功しつつある学校では連続的な変化

既存の授業法

授業法の修正

授業法の修正

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

デ
ジ
タ
ル
教
材

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

デ
ジ
タ
ル
教
科
書

デ
ジ
タ
ル
教
材

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル デ

ジ
タ
ル
教
科
書

デ
ジ
タ
ル
教
材

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

例：慣れる

例：学習状況の相互の把握

例：個別化、協働の多用

「子供一人一人に力をつける」など根本的な問いをもって

授業法とICT活用を相互に連続的に修正．
授業は、子供に力をつけるための手段と考え、

既存の授業観から徐々に脱却をしていく

一層の

デジタル化、

授業法の修正

一層の

デジタル化、

授業法の修正



クラウドネイティブな仕事の流れ

ペーパー型
ファイル型

まず作業 報告・共有・協働 抱え込んで作業

まず共有

進捗把握・励まし

短く何度も

状況把握・助言

なるほどー

ノマド
海外

先輩

専門家

仲間

報告、手遅れ

クラウド型

達成目標的：PDCA的進行

毎年の仕事（ルーティーン作業）、

達成目標が明確な仕事には特に有効．

指示や対面によるステップバイステップな進行

→静的な成果物（紙やファイル）の限界

→ファイル共有やメール添付を多用

向上目標的：OODA的進行

未知の成果に挑む際に特に有効．

常に「途中共有」でブラッシュアップ．

自己決定やオンラインによるアジャイルな進行

→動的な成果物による進行

→URLやチャットを多用

©2022 高橋純（東京学芸大学）

一斉でインプット 教師の指示で一斉に端末活用や協働 教師の指示で一斉で発表

一斉でインプットや

課題・活動確認

自己判断で協働

自己判断で協働

自己判断で協働

他者参照

他者参照
他者参照

教師＞把握と指導

課題提出

従来授業＋
端末活用

クラウド活用
授業

・教師の指示による

ステップバイステップ
・単線型

・協働すらも一斉

・一人一人が主語

自己判断で進行
・複線型

・必要な時に，
必要な相手と協働

・教師は把握と指導 学習の途中を何度でも参照（途中共有）

URLの活用
©2022 高橋純（東京学芸大学）

一人一台端末活用の新旧イメージ



石板 紙 ICT活用
（ファイル

ベース）

同じICT活用でも意味は異なる

クラウドを以前のママ（ファイル）のように使っていないか
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ICT活用
（クラウド
ベース）

資質・能力のイメージ的な理解



何を知っているか（コンテンツベース）

→何ができるようになるのか
（コンピテンシーベース）

コンピテンシー

転職者の実力を暴く面接 「例えば」と重ねて問う理由 Nikkei Style



知識の理解の質の向上のための
主体的・対話的で深い学び

富山は北陸地方に
あります．

富山は北陸地方に
あります．

富山は何地方にある？
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知識のネットワーク化まで
指導する必要

同じ「北陸地方」と言っても
既有知識との関連づけが違う
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ノード（知識）だけではなく
リンク（活用手段）を増やす

ドリルを使う©2022 高橋純（東京学芸大学）



ノード（知識）だけではなく
リンク（活用手段）を増やす

ドリルの限界©2022 高橋純（東京学芸大学）

ノード（知識）だけではなく
リンク（活用手段）を増やす

ちょっとした授業の限界©2022 高橋純（東京学芸大学）



ノード（知識）だけではなく
リンク（活用手段）を増やす

言語活動や思考活動等でたくさん線を作る©2022 高橋純（東京学芸大学）

ノード（知識）だけではなく
リンク（活用手段）を増やす

繰り返しで太くする。©2022 高橋純（東京学芸大学）



ノード（知識）だけではなく
リンク（活用手段）を増やす

知識を構造化して，感覚的にわかるへ
©2022 高橋純（東京学芸大学）

資質・能力の育成のイメージ

見方
・考
え方
を働
かせ
て「
思考
・判
断・
表現
」

AIドリル

対話的な学び

主体的な学び

深い学び

くり返し

講義動画等

学びに向かう力・人間性等

つながりがある

深くネットワーク化されている

孤立している

アクティブ・ラーニング
（主に上図の「リンク」や「構造化」を作る学習活動）

構造化されている

（主に上図の●を作る学習活動）

知識・技能及び思考力・判断力・表現力等の育成を

連続としてとらえる

くり返し

複合的で総合的な学習活動のくり返し（学習過程）

自ら
行動
でき
るへ

©2022 高橋純（東京学芸大学）



資質・能力の育成のイメージ

見方
・考
え方
を働
かせ
て「
思考
・判
断・
表現
」

ドリル

対話的な学び

主体的な学び

深い学び

くり返し

講義動画等

学びに向かう力・人間性等

つながりがある

深くネットワーク化されている

孤立している

アクティブ・ラーニング
（主に上図の「リンク」や「構造化」を作る学習活動）

構造化されている

（主に上図の●を作る学習活動）

知識・技能及び思考力・判断力・表現力等の育成を

連続としてとらえる

くり返し
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複合的で総合的な学習活動のくり返し（学習過程）

自ら
行動
でき
るへ

指
導
も
学
習
も
ハ
ウ
ツ
ー
可
能

教育⽅法
授業設計論，学習評価論，
主体的・対話的で深い学び
個別最適な学び，協働的な学び
⼀⼈⼀台端末を活⽤した授業づくりなど

指導技術
発問，板書，基礎基本の指導
電⼦⿊板の活⽤法など
概ねハウツーとして流通可能

大きな目標を掲げて，自分なりの試行錯誤



1.情報を知覚
2.認知・思考・判断等

3.表現4.PCの処理

PCを活用した学習とは

いかに頭を素通りさせないか，いかに良質な情報で頭をフル回転させるか ©2022 高橋純（東京学芸大学）

青いのか 碧いのか 蒼いのか

知ったつもりを乗り越える見方・考え方などの重要性
©2022 高橋純（東京学芸大学）



勉強とは

事実的

知識

事実的

知識

事実的

知識

事実的

知識 事実的

知識

話し合う

まとめる

伝える

体験・見学

実習・演習

単元で計画

中長期

短期

事実

考え

©2022 高橋純（東京学芸大学）

ポイント＞資質・能力の育成と
端末・デジタル教材活用の考え方

•つけたい力
– 生涯にわたって能動的に学び続ける力

→質の高い知識（リンクと構造化）は，授業のみでは習得不能
→教科内容のみならず，ICT込みの学び方も学ぶことが重要
→自らの学習法にあった教材選択を含む学習環境を構築できる力の育成

•指導観
– 一人一人の子供を主語にする学校教育
→個別最適な学び
→協働的な学び

活用で迷ったら大方針に照らす＞本質的な変革へ©2022 高橋純（東京学芸大学）



資質・能力の育成とICT活用

個別の知識

高次な

資質・能力

反復・習得学習 主体的・対話的で深い学び

A．AIドリル等のICT活⽤
（児童⽣徒）

B．複合的で総合的な学習活動を
⽀援するICT活⽤（児童⽣徒）

C．情報共有や資料配付など
資質・能⼒の育成に間接的に
寄与するICT活⽤
（教師も児童⽣徒も）

資質・能力

（イメージ）

学習活動
（イメージ）

©2020 高橋純（東京学芸大学）

１つ１つ教えてもらう

自分で学べる
発達

経験値

教師がだんだん
フェードアウトする

理想：

現状：

「
学
び
方
」
に
つ
い
て

意
図
的
・
計
画
的
な
学
習
指
導

見通し→学習過程×見方・考え方



６年生 元と日本の戦い方

1年生 あさがおの観察

学習内容はもちろん学び方も

授業は様々な学習活動の組み合わせ

調

べ
る

整

理
す

る

伝

え
る

授業の流れ



学習活動の質を上げるための
ICT活用

調べる

IC
T

・学習活動の目的や意図の変化は「小」
・ICT活用を加えることで，学習活動の質を向上

整理する

IC
T

……

見方・考え方や学習形態の工夫も

整理する

IC
T

学
習
形
態

ICT活用と共に，
見方・考え方や個別やペアなどの学習形態の工夫を加える

見
方
・
考
え
方

調べる

IC
T

学
習
形
態

見
方
・
考
え
方



生涯にわたって学び続ける

他の授業や

他の単元や

他の教科にも，

役立つように教えているか？

見方・考え方はこのために

汎用の学習過程
シンキング・サイクル



自ら学ぶためにノートで

新：小3理科



教育出版小学算数1年

ほかの単元や教科でも役立つように
教えられるか？

国語（第1学年）
知識・技能



シンキング・レンズ
（各教科等によらない基盤となる見方・考え方）

認知的＞
比較

知覚的＞五感
視覚
聴覚
触覚
味覚
嗅覚

社会的＞
多面的
多角的

シンキング・レンズを発展・分化させると

学習指導要領解説等にある各教科等の見方・考え方となる

©2022 高橋純（東京学芸大学）

×

教師：単元・授業過程の設計

自分で学べるようになるには

シンキング・サイクル
（活動の道筋を付ける）

シンキング・レンズ
（思考の道筋を編み出す）

×

子供自身が繰り返す



整理・分析

まとめ

評価・振り返り

個別ワープロ

表計算

プレゼン

検索（インターネット）

スケジュール

映像制作・再生

交流(協働編集等)

LMS/学習管理・履歴

アンケート調査（Forms）

学習コンテンツ

音楽制作・再生

写真・イラスト・
グラフィック制作・再生

コミュニケーション
（Mail，Chat，TV会議）

プログラミング

ペア

グループ

一斉

シンキング・サイクル ソフトウェア・機能 学習形態

共有

発信

記録・蓄積

…

＋
…

情報の収集

共有フォルダ

児童生徒1人1台PCを活用した授業づくりのための4領域

オンライン上での学習形態として

対面での学習形態として垣根なく，つなげて活用する

比較

多面的・多角的

各教科等の特質

…
…

課題の設定

説明・発表

シンキング・レンズ

五感

見方・考え方へ発展

全てのステップで

情報活用能力



臨時教育審議会第二次答申（1986）

3つの原則
情報化の光と影への対応

臨時教育審議会第二次答申（1986）

情報活用能力の定義
読み・書き・情報活用能力



臨時教育審議会第二次答申（1986）

指導の個別化
指導形態の柔軟化

臨時教育審議会第二次答申（1986）

影への対応
光との一体的な対応として

情報活用能力は
包括的な概念として



初等中等教育における
教育の情報化に関する検討会（2006）

3観点8要素へ

学習指導要領（2017）

総則

情報活用能力と初めての記述



総合的な探究の時間
技術・家庭
「情報の技術」

情報
「情報Ⅰ，Ⅱ」

総合的な学習の時間

総合的な学習の時間

情報
（専門学科）

小学校

中学校

高等学校

α. 探究的な学習

β. 

情
報
学
的
な
学
習

γ. 総則：全校種：教科等横断的
（学習の基盤となる資質・能力と

しての情報活用能力）
算数・理科等

（プログラミング）

2017・2018年改訂
特にαとγが各教科等と関連

学習の基盤となる資質・能力と情報活用能力

問題発見・解決能力

各教科等で育まれる資質・能力

学習の基盤となる資質・能力

情報活用能力
（αやγなどの領域）

問題解決の基礎(B3)

©2022 高橋純（東京学芸大学）



各教科等で育まれる資質・能力と
学習の基盤となる資質・能力の関係

B1. 学ぶ姿勢，情報モラル等の関心や態度
（学びに向かう力，人間性等の一部等）

B. 学習の基盤となる
資質・能力

A1. 基礎的な知識及び技能
A2. 高次な資質・能力
（思考力，判断力，表現力等）

B2. 基礎基本
（漢字，計算，情報手段の基本的な操作等）

反復・習得学習 主体的・対話的で深い学び

個別最適な学び

協働的な学び

習得 活用 探究

学び方

資質・能力
到達目標的 向上目標的

B3.問題解決の基礎
（このための情報活用能力を含む）

A. 各教科等で育む
資質・能力

←現状，B3の不足により各教科等
での高次な資質・能力育成に困難さ

個別最適，協働的な学びは，
あらゆる学び方の質を向上させる

©2022 高橋純（東京学芸大学）

課

題

の

設

定

B2:基本的な操作等

B1:情報モラル等

情

報

学

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

情

報

の

収

集

整

理

・

分

析

ま

と

め

発
表

B3：問題解決の基礎（下部） 情報の技術

情報活用能力の内容と構造

学習の基盤としての資質・能力

技術・家庭、教科「情報」

としての資質・能力

©2022 高橋純（東京学芸大学）



©2020 Jun TAKAHASHI

授業でICTを円滑に活用するための
基礎的なスキル等

学習習慣・規律
（学習に向かう姿勢づくり，学校や授業での約束，情報モラル・情報セキュリティ等）

ICT環境整備
１）真の1⼈1台PC，２）クラウド，３）安定，安全・安⼼

ICT操作スキル
（⽂字⼊⼒，ワープロ，プレゼンソフト，クラウド等）

情報活⽤スキル
（情報の収集等の個別的な情報活⽤スキル）

考えるための技法
（順序づける，⽐較する，分類する等）

教員＞GIGA端末活用の基本的な考え方

先生方の業務でのICT活用 ≒ 児童生徒のICT活用

先生が毎日使う方法だから，研修に無駄が少ない
先生が毎日使う方法で，授業を行うから自信がある
先生が毎日使う方法は，社会と直結した活用法である

教員研修用の教材の仕組み≒子供向け教材の仕組み
©2022 高橋純（東京学芸大学）


